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よしか病院経営強化プラン 令和６年度の取り組み状況 

 

《総括》 

  吉賀町は、地域に医療の灯を消さないことを第一義的に考え、公設民営による新病院の設置に向け

た取り組みの結果、令和６年３月１日に「よしか病院」を開設し、医療法人カタクリ会（以下、「カタ

クリ会」という）による指定管理により運営を開始しました。 

  よしか病院は、町の基幹病院として、地域における効率的かつ高質な医療提供体制の構築並びに地

域包括ケアシステムにおける医療・介護の総合的な確保を目指すための施設として設置しました。ま

た、運営にあたっては、「よしか病院経営強化プラン」に基づき、将来にわたって持続可能な病院運営

体制の確立に向けて取り組んでいます。 

  医療提供体制について、入院機能については、島根県地域医療構想（益田構想区域）において求め

られる診療機能を確保するため、回復期病床 50 床を整備し、回復期・慢性期患者に対するケアを行っ

ています。また、益田赤十字病院の後方支援病院として、急性期治療が終了した患者の積極的な受け

入れを行うことで、二次医療圏における医療完結を目指し取り組んでいます。 

  外来診療科については、総合診療科をはじめ町民ニーズの高い 7つの診療科を設置し診療を行って

おり、必要に応じて町外の専門医療機関への紹介を行い対応しています。令和 6年度では、精神科・

診療内科の設置、小児科の診療日数の増加したことにより、利便性の向上が図られました。 

  また、訪問診療や訪問・通所リハビリテーションについても積極的に取り組むことで、高齢者等の

在宅生活の限界点を高め、吉賀町地域包括ケアシステムの質の向上に取り組んでいます。 

  また、令和 6年 2 月に設立した医療を守り支援する住民団体「吉賀町の地域と医療をつなぐ会」と

連携した各種イベント等への取り組みが始まりました。イベント・ワークショップ等を通じて、よし

か病院の診療体制や地域医療の現状についての情報発信・地域住民との対話の場が構築できたことか

ら、地域医療に関する啓発及び「医療」を切り口とした新たな地域づくりの取り組みにつながってい

ます。 

  カタクリ会による自律的な病院運営体制の構築や、診療機能を維持するための各種専門職の確保に

ついては課題が残るところですが、町の医療継続に向け、引き続き県や関係機関等と連携した取り組

みを進めていきます。 

 

《各項目の取り組み状況》 

１．病院の役割・機能の最適化と連携強化 

（１）地域医療構想を踏まえた当院の果たすべき役割・機能 

 よしか病院は、島根県地域医療構想（益田構想区域）における病床機能再編の方針に準じて、開設時

より回復期 50床を設置し運営しています。 

 また、病院開設時点では地域一般病床 50 床としていましたが、在宅復帰・介護保険施設等入所に向

けて、退院支援に係るケア機能をより強化するため、一部を「地域包括ケア病床」へ再編しました。 

 なお、令和 6年度における病床数の経過は下記のとおりです。 
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 ■ よしか病院病床数内訳 

病床種別 R6.4 R6.7 R6.10 R7.4(参考) 

地域一般病床 50 20 15 15 

地域包括ケア病床 0 30 35 35 

計 50 50 50 50 

 

（２）地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき機能 

 よしか病院は、町の基幹病院として、吉賀町地域包括ケアシステムの構築に向けた医療・介護を総合

的に確保するための施設となります。地域包括ケアシステムにおける役割を踏まえた上で、下記のとお

り取り組みました。 

① 入院機能について 

 ・令和 6 年度末時点で、地域一般病床 15 床、地域包括ケア病床 35 床の計 50 床を設置し、回復期・

慢性期患者の在宅復帰支援や、介護保険施設等への入所に向けた支援を行っています。 

 ・令和 6 年度における在宅復帰率については、地域一般病床 92.6％、地域包括ケア病床で 86.0％と

なっています。（全体平均 89.0％） 

② 外来診療について 

 ・開設時点では総合診療科、歯科口腔外科、整形外科、眼科、皮膚科、小児科の 6つの診療科目を設

置しました。 

 ・精神科・心療内科については、令和 6 年 4 月から、毎月第 2・4 水曜日の診療を開始しました。ま

た、小児科について、町委託医師による月 1 回（第 4 火曜日）の診療に加え、令和 6 年 11 月から

津和野共存病院派遣医師による毎週木曜日の診療を開始しました。精神科・心療内科の設置及び小

児科診療日数の拡充により、専門医へのアクセス性向上が図られました。 

 ・眼科については、令和 6年 7 月より島根大学医学部附属病院派遣医師へ変更となりました。これに

より、原則予約制（上限 40 名）となり、同時に白内障手術は実施できなくなりました。 

 

（３）機能分化・連携強化 

 ・近隣医療機関との機能分化を図るため、医療段階や疾病の状況に応じて、益田赤十字病院をはじめ

とする急性期病院や専門医療機関へ紹介するとともに、回復期段階の患者を受け入れ在宅復帰等へ

の支援を行っています。令和 6年度における紹介率は 17.5％、逆紹介率は 1.69％となっています。 

 ・介護保険施設については、よしか介護医療院（53床）を設置しています。 

 ・津和野共存病院（医療法人橘井堂）との「地域医療連携推進法人」の立ち上げについては、令和 6

年度の具体的な動きはありませんが、引き続き協議検討を行います。 
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（４）医療機能や医療の質、連携の強化等に係る数値目標 

項目 
R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 

医療機能に係るもの         

 訪問看護利用件数（件） ― ― 2,359 ― 2,359 ― 2,359 ― 

 訪問リハ件数（件） 3,252 1,517 3,240 ― 3,240 ― 3,240 ― 

 通所リハ件数（件） 3,100 2,441 3,090 ― 3,090 ― 3,090 ― 

医療の質に係るもの         

 在宅復帰率 75.0％ 89.0％ 75.0％ ― 75.0％ ― 75.0％ ― 

連携の強化等に係るもの         

 紹介率 7.0％ 17.5％ 8.0％ ― 9.0％ ― 10.0％ ― 

その他         

 事業所健康診断件数 190 281 200 ― 210 ― 220 ― 

 【各指標の評価】 

 ①医療機能に係るもの 

 ・訪問看護利用件数については、令和 6 年度当初より社会福祉協議会における訪問看護ステーション

がよしか病院内に設置され実施されていることから、よしか病院においては実績がありません。ま

た、令和 7年度以降においても同様に利用件数がない見込みです。 

 ・訪問リハ及び通所リハ件数については、限られた人員体制で効率的にリハビリを提供していくこと

を目的に実施体制等を見直したことから目標値を下回っています。令和 7年度以降も同様に実績値

が目標値を下回ることが予測されます。 

 ②医療の質に係るもの 

 ・在宅復帰率（入院患者が在宅または施設へ退院する割合）は 89.0％となっており、院外の在宅介護

サービス事業所等との連携により、入院の長期化を防ぎ適切な療養の場への移行支援が行えていま

す。 

 ③連携の強化等に係るもの 

 ・紹介率（他の医療機関からの紹介による受診者の割合）は 17.5％であり、目標値を達成しており、

患者の疾病状況に応じ、近隣の医療機関との連携が適切に図られていると言えます。 

 ④その他 

 ・事業所健康診断件数については、初年度から目標値を大きく上回る 281 件（147.9％）となりまし

た。吉賀町役場のほか、町内企業等の実施する健康診断を積極的に受け入れることができています

が、令和 7年度以降も更なる取り組みにより実績値の増加を目指します。 

 

（５）一般会計負担の考え方 

 ※「６．経営の効率化に向けた事業計画」を参照。 

 

（６）住民理解のための取り組み 

 ①地域の住民団体との取り組み 
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・令和 6年 2月に設立された「吉賀町の地域と医療をつなぐ会」と連携し、下記のように複数回のイ

ベントを実施しました。多くの町民・医療介護従事者等の参加があり、よしか病院及び町内外の地

域医療の現状について学習し理解を深めるための機会を確保できました。 

日付 内容 

令和 6年 5月 12 日 ◆「吉賀町の地域と医療をつなぐ会」設立記念シンポジウム 主催 

【会場】吉賀町六日市基幹集落センター 大集会室 

【参加者数】101 名 

令和 6年 8月 17 日 ◆夏季交流イベント「講演会～こんなときどうする？家庭でできる応急手当」

「よしか病院探検ツアー」 主催 

 【会場】吉賀町六日市基幹集落センター 大集会室/よしか病院 

 【参加者数】講演会 68 名/探検ツアー 10 組 27 名 

令和 6年 10 月 5 日 ◆「よしかオータムセミナー」 イベント協力 

 【会場】吉賀町六日市基幹集落センター 大集会室ほか 

 【参加者数】71名 

令和 6年 12 月 7 日 ◆「よしか病院・よしか介護医療院活動報告会」 共催 

 【会場】吉賀町六日市基幹集落センター 

 【参加者数】80名 

令和 7年 3月 20 日 ◆「よしか病院・よしか介護医療院開設 1 周年記念イベント」 共催 

 【会場】吉賀町六日市基幹集落センター 

 【参加者数】151 名 

 ※各イベントは YouTube（吉賀町の地域と医療をつなぐ会）でも配信中。 

 ②広報等に関する取り組み 

・毎月末発行の町広報誌「広報よしか」への折込として、カタクリ会だよりを定期刊行（年度計 12回）

し、外来診療予定に合わせ、各部門の紹介など院内の取り組みについて情報発信を行いました。 

 ・よしか病院のホームページやインスタグラム等を開設し、診療情報をはじめとする様々な情報につ

いて定期的に発信を行いました。 

 ③住民活動への参加 

・役場保健福祉課及び社会福祉協議会と連携して、町内 17 箇所の高齢者ふれあいサロンで開催され

る健康教室によしか病院医師が講師として参加しました。 
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２．医師・看護師等の確保と働き方改革 

（１）医師の確保施策 

 ■ 医師の配置状況                               （単位：人） 

雇用形態 診療科 
R6.3 末時点 

医師数 

R7.3 末時点 

医師数 

常勤医師 
総合診療科 3 名 6 名 

歯科口腔外科 1 名 1 名 

計 4 名 7 名 

非常勤医師 

整形外科 1 名 1 名 

眼科 1 名 1 名 

皮膚科 2 名 2 名 

内視鏡検査 2 名 2 名 

小児科 1 名 2 名 

精神科・心療内科 － 1 名 

計 7 名 9 名 

 ・令和 6年 4月に島根県より常勤医師 1 名が派遣され、令和 7年度においても引き続き 1 名が派遣さ

れています。 

 ・令和 6年度は島根大学医学部地域枠医師との面談（WEB）を 1 回実施しました。 

 ・令和 6年度は島根大学医学部地域枠医学生との面談（対面）を 1回実施しました。 

 ・令和 6年度より、「吉賀町医師確保奨学金」を創設し、将来、よしか病院での従事を希望する医学生

に対する支援を行っています。令和 6 年度は対象者がいませんでした。 

 ・住環境を整備することで、医師確保・定着化につなげるため、吉賀町医療介護従事者住宅 B、E、F

の 3 棟の全面改修を行いました。 

 

（２）看護職員等の確保対策 

 ■ 職種別の配置状況                              （単位：人） 

職種 採用計画数 R6.3 末時点 R7.3 末時点 

看護師・准看護師 47 名 37 名（▲10 名） 38 名（ ▲9 名） 

介護福祉士・看護補助者 20 名 15 名（ ▲5 名） 17 名（ ▲3 名） 

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士 18 名 15 名（ ▲3 名） 14 名（ ▲4 名） 

薬剤師  2 名  2 名（ － ）  2 名（ － ） 

診療放射線技師  2 名  2 名（ － ）  2 名（ － ） 

臨床検査技師  3 名  2 名（ ▲1 名）  3 名（ － ） 

臨床工学技士  1 名  1 名（ － ）  1 名（ － ） 

管理栄養士・栄養士  3 名  2 名（ ▲1 名）  2 名（ ▲1 名） 

歯科衛生士・歯科助手  1 名  2 名（  1 名）  2 名（  1 名） 

その他（社会福祉士等）  3 名  2 名（ ▲1 名）  3 名（ － ） 

 ・職種によっては、新規採用により配置状況が改善されているものもありますが、看護師・准看護師
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については計画値に対する採用者数の差が依然として大きい状況です。 

 ・診療放射線技師、臨床検査技師については高年齢層職員に頼っている状況があり、新卒者採用の取

り組みを強化する必要があります。 

 ・令和 6年度における新規採用者確保の取り組みとしては、ホームページやハローワーク等への求人

情報掲載にとどまっており、養成校訪問が行えませんでした。養成校、県などの関係機関への計画

的な訪問や情報交換等のネットワーク構築に向け、町とカタクリ会が連携して採用活動を行う必要

があります。 

 ・令和 6 年度より、「吉賀町看護職員確保修学資金」、「吉賀町医療技術者等確保修学資金」を創設し、

将来、よしか病院での従事を希望する看護学生等に対する支援を行っています。貸与者の状況は下

記のとおりです。 

№ 修学資金の種別 職種 
貸与開始 

年月 

貸与終了 

年月 
備考 

1 看護職員確保修学資金 看護師 R6.4 R8.3  

2 看護職員確保修学資金 看護師 R6.4 R7.3 R7.4.1 よしか病院入職 

3 医療技術者等確保修学資金 作業療法士 R6.4 R9.3  

4 医療技術者等確保修学資金 理学療法士 R6.4 R7.3 R7.4.1 よしか病院入職 

 

３．経営形態の見直し 

 ・経営形態については、引き続き指定管理者制度による運営を行うこととします。 

 

４．新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取り組み 

 ・新型コロナウイルス等の感染症が疑われる場合においては、外来入口を分け専用の検査室への動線

を確保することで、一般の外来患者とのゾーニングを行い、感染症の拡大防止に取り組んでいます。 

 

５．施設・設備の最適化 

（１）施設・設備の適正管理と整備費の抑制 

①施設の改修等への対応状況 

・町との指定管理協定に基づき、修繕・改修工事や医療機器等の備品購入については町とカタクリ会

の協議により下記のとおり対応しています。 

・本病院施設は昭和 56 年に建築されたものであるため、各所に老朽化による不具合等が見られる状

況ですが、新病院建設を予定している中で、必要な診療機能は確保しながらも、過大な財政出動と

ならないよう慎重に検討を行います。 

 ■ 令和 6 年度 改修・修繕対応状況（関連施設含む） 

   ・屋上 看板撤去工事 

   ・エコキュート修繕工事 

   ・医療介護従事者住宅改修工事（B、E、F棟） 

   ・医療介護従事者住宅内装等修繕工事（H棟） 
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 ■ 令和 6 年度 設備導入状況 

   ・特になし 

②新病院建設への対応状況 

 ・令和 6 年 3 月に「吉賀町新病院建設基本計画」を策定し、新病院建設に向けた検討を行ってきまし

た。しかしながら、全国的な建設事業費の高騰により新病院建設事業費の増大が見込まれ、現計画

による事業実施は町財政の負担が大きく行政運営に支障を来たす恐れが生じました。 

・こうした状況を踏まえ、令和 6 年 11 月に吉賀町地域医療協議会において協議した結果、病院建設

事業の見直しが必要と判断し、病院建設の延期及び施設規模の再検討を行うこととしました。 

 

６．経営の効率化に向けた事業計画 

（１）経営指標に係る数値目標・実績 

 ◆収益的収支                                 （単位：円） 

区分 R6 年度目標値 R6 年度実績値 
差額 

(実績値－目標値) 

収
入 

1.医 業 収 益 600,477,000 594,174,916 ▲6,302,084 

（1）料 金 収 入 539,870,000 594,174,916 ▲6,302,084 

  入 院 収 益 383,505,000 391,968,220 8,463,220 

  外 来 収 益 156,365,000 154,633,466 ▲1,731,534 

  そ の 他 60,607,000 47,573,230 ▲13,033,770 

2.医 業 外 収 益 229,293,000 267,051,909 37,758,909 

（1）他会計負担金・補助金 200,334,000 238,688,000 38,354,000 

（2）国 （ 県 ） 補 助 金 0 1,536,000 1,536,000 

（3）長 期 前 受 金 戻 入 23,832,000 23,829,898 ▲2,102 

（4）そ の 他 5,127,000 2,998,011 ▲2,128,989 

経 常 収 益（A） 829,770,000 861,226,825 31,456,825 

支
出 

1.医 業 費 用 829,770,000 838,086,501 8,316,501 

（1）職 員 給 与 費 0 0 0 

（2）材 料 費 0 0 0 

（3）経 費 805,938,000 814,256,603 8,318,603 

   う ち 委 託 料 804,372,000 814,256,603 9,884,603 

（4）減 価 償 却 費 23,832,000 23,829,898 ▲2,102 

（5）そ の 他 0 0 0 

2.医 業 外 費 用 0 1,167 1,167 

（1）支 払 利 息 0 0 0 

（2）そ の 他 0 1,167 1,167 

経 常 費 用（B） 829,770,000 838,087,668 8,317,668 

経常損益(A)－(B)   （C） 0 23,139,157 23,139,157 

特
別
損
益 

1.特 別 利 益（D） 0 1,022,000 1,022,000 

2.特 別 損 失（E） 0 3,021,014 3,021,014 

特 別 損 益 (D)－ (E)  （F） 0 ▲1,999,014 ▲1,999,014 

純損益   (C)+(F) 0 21,140,143 21,140,143 
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 ◆資本的収支 

区分 R6 年度目標値 R6 年度実績値 

収
入 

企 業 債 67,000,000 0 

他 会 計 負 担 金 79,000,000 0 

国 （ 県 ） 補 助 金 0 0 

そ の 他 0 0 

収 入 計（A） 146,000,000 0 

支
出 

建 設 改 良 費 146,000,000 0 

企 業 債 償 還 金 0 0 

そ の 他 0 0 

支 出 計（B） 146,000,000 0 

差引不足額   (B)－(A) 0 0 

 

 ◆経営指標 

区分 R6 年度目標値 R6 年度実績値 

経常収支比率（％） (経常収益÷経常費用) 100.0％ 102.8％ 

医業収支比率（％） (医業収益÷医業費用) 72.4％ 70.9％ 

修正医業収支比率（％） 72.4％ 70.9％ 

 

 

（２）目標達成に向けた具体的な取り組み 

①収支改善に係る取り組み 

・病院運営は代行制による指定管理者制度で運用しています。このため、吉賀町病院事業会計の収支は、

入院収益・外来収益等の「医業収益」と一般会計繰入金等の「医業外収益」が「経常収益」となり、

指定管理者の運営に必要な費用等が「医業費用」として支出されます。一般会計からの不採算地区病

院に対する繰入金により、病院事業会計の経常収支比率は 100％を超えています。 

・医業収支比率は、前記の「医業収益」と「医業費用」の割合を表すもので、この割合が 100％に近づ

くほど、医業による収支均衡が図れていることになります。令和 6 年度は目標値を下回っており、継

続した医療提供の実現のため、今後さらなる医業収益の確保と経費削減を進めます。 

②収入確保に係る取り組み 

・入院収益につながる病床利用率について、令和 6 年度の実績は 70.4％で目標とする 80％以上には到

達していません。令和 5 年度の実績は 52.3％で、令和 6 年度は徐々に利用率が回復し、年度実績は

70％超に到達しています。一方、看護職等の体制が十分な状況には至っていないことから、利用率の

目標達成に向けては課題がある状況です。 

・診療報酬の確保に向けた看護基準や新たな加算届等については、体制整備に合わせ手続きを行ってい

ます。今後も診療単価の確保・増加に向けた取り組みを進めます。 

③経費削減に係る取り組み 

・効率的な施設設備の改修等、施設設備の長寿命化を図っていますが、施設の老朽化に伴い修繕対応が

必要な個所が多数生じています。引き続き優先度をつけた対応を行い、費用の縮減を図ります。 
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④経営の安定性に係る取り組み 

・医師をはじめとする医療従事者の確保は、全国的な課題になっています。職員確保の状況については

「２．医師・看護師等の確保と働き方改革」に記載していますが、職員体制によって病院経営は大き

く左右されます。引き続き、適切で効率的な医療提供に努め、経営の安定化を図ります。 

 


